
Ａ. 研究目的

香川県における令和 4 年度のスモン患者の現状を把

握する｡ またこれらの患者において骨折に関するアン

ケート調査を行う｡

Ｂ. 研究方法

香川県在住のスモン患者について､ 令和 4 年度検診

希望者に対してスモン現状調査票に基づいて現在の身

体状況､ 療養状況について調査を行った｡ 検診不参加

者に対してはアンケート調査を行い､ 可能な限り状況

を把握した｡ また､ これらの患者に対して骨折につい

てアンケート調査を行い､ 骨折の有無及び治療状況､

骨粗鬆症の既往及び治療歴等について調査を行った｡

Ｃ. 研究結果

香川県のスモン患者は合計 11 名であり､ 昨年度よ

り 2 名減少した｡ 検診に参加したのは 3 名で男性 1 名､

女性 2 名､ 平均年齢は 87.7 歳であった｡ そのうち､ 2

名が大学病院に定期通院し､ 1 名は近医に定期通院中

であった｡ 1 名は自宅で妻と同居しており､ 症状は感

覚症状 (異常感覚) が主体で ADL は自立していた｡ 1

名は自宅で長女と同居しており､ 6 日/週デイサービ

スを利用していた｡ 1 名は夫婦で施設に入所中であっ

た｡ 全員が特定疾患を申請しており､ 障害者手帳を取

得していた｡ 介護保険は 2 名利用していた｡ (図 1)

検診不参加でアンケートの返信があったのは 5 名で

あった｡ 4 名は自宅療養中で､ 1 名の死亡が確認され

た｡ 検診不参加の理由は､ 家庭の事情が 2 名で､ 残り

の 2名は退院直後のため､ 他院通院中であるためであっ

た｡ (図 2)

アンケートの返信がなかったのは 3 名であり､ 昨年

と同様者であった｡ (図 3)

骨折に関するアンケート調査では 7 名の回答があっ

た｡ (図 4) 骨折の既往があったのは 4 名で､ 1 名は若

い頃の転倒によるもので､ スモン､ 加齢とは無関係と

考えられた｡ 残りの 3 名について､ 1 名は 2 回骨折し

ていた｡ 骨折部位は腰椎が 2 名､ 上腕骨が 1 名であっ

た｡ 転倒によるものがほとんどであるが､ 無自覚な骨

折もあった｡ 全例保存的な治療が行われ､ 骨粗鬆症の

既往及び治療歴があった｡ (図 5)
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研究要旨

香川県における令和 4 年度のスモン患者の現状を把握するための検診および骨折について

のアンケート調査を行った｡ 香川県のスモン患者は合計 11 名であり､ 昨年度より 2 名減少

した｡ 検診に参加したのは 3 名で男性 1 名､ 女性 2 名､ 平均年齢は 87.7 歳であった｡ 検診不

参加でアンケートの返信があったのは 5 名であった｡ 4 名は自宅療養中で､ 1 名の死亡が確

認された｡ アンケートの返信がなかったのは 3 名であり､ 昨年と同様者であった｡ 骨折に関

するアンケート調査では 7 名の回答があった｡ 骨折の既往があったのは 4 名で､ 1 名はスモ

ンと無関係と考えられた｡ 残り 3 名について､ 1 名は 2 回骨折していた｡ 骨折部位は腰椎が 2

名､ 上腕骨が 1 名であった｡ 転倒によるものがほとんどであるが､ 無自覚な骨折もあった｡

全例保存的な治療が行われ､ 骨粗鬆症の既往及び治療歴があった｡ 骨折は ADL の低下を来

し早期予防が重要と考えられた｡



Ｄ. 考察

高齢化に伴い､ 検診を受ける人は年々減少している｡

一般的に 50 歳の女性は､ 生涯で椎体圧迫骨折を起こ

す可能性が高く､ 大腿骨骨折の 10 倍以上といわれて

いる｡ 骨折の原因は､ 非椎体骨折の大部分は転倒によ

ることが多いが椎体骨折は必ずしも転倒は関与してい

ない｡ 高齢の患者では､ 近位上腕骨および大腿骨骨折

が多く､ 椎体骨折の発生率は､ 骨粗鬆症と関連がある｡

転倒予防には､ 運動療法､ ビタミン D 投与､ 家庭で

の環境調整などが有効といわれ高齢者に対する効果的

な骨折予防アプローチはまだ十分に確立されていない｡

Ｅ. 結論

高齢化に伴い､ 検診を受ける人は年々減少している

が､ スモンのことを風化させないため､ またその強い

要望もあるため継続する必要がある｡ 骨折はさらに

ADL を低下させる要因となるため､ その予防に早期

から取り組むことが重要である｡
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なし
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なし
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図 4 骨折の有無
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